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自己・事業紹介
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経歴 ： 1989年 Panasonic（当時松下電器産業）に入社

➢ デジタル家電（ハード）の魅力を引き出すソフト・サービス事業企画部門に所属

「ハード」と「ソフト」は車の両輪
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自治体 上映場所

葛飾区 葛飾区郷土と天文の博物館

府中市 府中市郷土の森博物館

飯田市 飯田市美術博物館

福井市 福井市自然史博物館分館

つくば市 つくばエキスポセンター

福岡市 福岡市科学館

石垣市 いしがき島 星ノ海プラネタリウム

- 日本科学未来館

一般向け：
関係者向け：

上映の様子上映

対象競技

開閉会式

3x3バスケットボール

バレーボール

バドミントン

スポーツクライミング

撮影

システム全体構成

※1：東京2020組織委員会調べ（調査は、当委員会アドバイザーである和歌山大学尾久土教授（当時）のご協力のもと実施）

4会場

4会場
計8会場

観戦者

一般向け： 851名
関係者向け：118名

※本映像は東京都内特別支援学校
 5箇所でも上映

経歴 ： 東京2020組織委員会にて臨場感ドーム映像配信をプロデュース

➢ オリンピック・スポーツの｢臨場感｣をプラネタリウムに史上初※1の配信・上映に成功
✓無観客のオリンピック会場に対し、全国会場・特別支援学校で有観客のスポーツ臨場感体験
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起業のきっかけ ： スポーツの臨場感から観光の臨場感へ

➢ スポーツの臨場感だけでなく、観光の臨場感にも適用できる可能性
✓一枚の写真：「特別支援学校の生徒さん」が、スクリーンを前に記念撮影（競技会場に行った記念？）

✓体育館に仮設ドームを設置し、普段、行きづらいスポーツ観戦を身近な場所で体感
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G1 company 創立
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パーパスとミッション

➢ パーパス
✓次代の観光を地域が創る未来へ。（Journey to the Future era from the Local area）
※地域があくまで主役、賛助会員（企業、学校、個人）が地域を支える

➢ ミッション
✓観光資産をデジタルアーカイブ化する XR & AI （最先端の観光コンテンツ）

✓地域前線で支える人材ネットワークを育成する T-FDE （Tourism-Foward Deployed Evangelist）

✓デジタル観光コンテンツをフル活用する 施設・PFへ展開 （地域に収益が落ちる仕組み）



会社概要・フィロソフィー

社名 株式会社 G1 company 「元気が一番」 設立 2021年10月8日

代表取締役 小柴 恵一 （和歌山大学国際観光学研究センター客員フェロー） 資本金 950万円

略歴 東京2020大会・臨場感LIVE体験をプロデュース～万博・DTZをクリエイティブディレクターとして指揮

概要 デジタル観光ソリューションを提供する体験プロデュースカンパニー

主要関係先

和歌山大学、名古屋大学、関西テレビ放送株式会社、株式会社ウエストワン、阪急交通社、パナソ
ニック映像株式会社、電通ライブ株式会社、東日本電信電話株式会社、株式会社eje、経済産業研究
所、大阪産業局、大阪観光局、新上五島町観光物産協会、ゆんぬツーリズム推進協議会、宇和島市
観光物産協会

本社 〒531-0072 大阪府 大阪市 住之江区 安立 4-3-3

コンタクト https://genki-1.com ／ e-mail kossi@genki-1.com
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✓ 2020年、パンデミックにより世界は分断されました。

✓ しかし、逆にデジタル・ネットワークにより強くつながる
きっかけとなったと思っています。

✓ G1 companyは、距離と関係なくつながる新しい形の
一つの地球を目指します。

✓ 音楽のグルーブは、本来レコードの溝という意味でした。

✓ しかし、この溝は他者を阻害する壁ではなく同じ目的へと
向かう一本の道だと思っています。

✓ G1 companyは、様々な個性の組み合わせで、新たな一
つのうねりを創ります。

✓ 西麻布にあった「ふじやま」という日本料理屋に昔よく通っ
ていました。

✓ そこにあった「元気が一番」というはがきサイズの書が今で
も一番大切な言葉として残っています。

✓ G1 companyは、二つとないそれぞれの元気をまず第一に
考え、大切にします。

Confidential

https://genki-1.com/
https://genki-1.com/
https://genki-1.com/
mailto:kossi@genki-1.com
mailto:kossi@genki-1.com
mailto:kossi@genki-1.com
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起業後最大の仕事
大阪・関西万博での取り組み
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デジタルトラベルゾーン

➢ 万博会場・大屋根リング内デジタルウォレットパークにデジタル観光体験ブースを設置
✓仮設テント「インスタントハウス」内にLED4面張りのLEDルーム、VRゴーグル6基同時運用のVRルーム

VRルーム LEDルーム
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VRルーム

➢ 6台のVRゴーグルで常時360度動画を再生
✓VRゴーグルを吊り下げ、オペレーションを簡単にする仕掛け（髪型を気にせず360度を見まわせる）
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VR映像を全国58自治体172か所で撮影

➢ LEDルーム、VRルームにて上映用のVR映像を半年間で撮影
✓全国に撮影部隊（ディレクター・カメラマン）を組織化し縦断的に撮影を敢行
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実施結果

➢ コンテンツ総上映回数（LED）
✓85,340回

➢ 総参加者数（のべ人数）
✓LEDルーム視聴者数 ＝ 33,328人

➢ 参加者属性
✓年代層 ＝ 40～50歳代で過半

✓女性 ＞ 男性

✓国内 ＝ 97%
（万博来場者より、国内比率が高い）

✓大阪 ＝ 47%

✓海外は欧米の比率が高い

➢ 求める観光意識
✓どのような気持ちになりたいか

✓第1位
「心を癒したい・リセットしたい」 ＝ 26%



13

リサーチ結果（観光PR効果についての検証）

ミャクミャクを旅に行かせているような動画を撮影しているお客様記念に動画撮影される方が多数

➢ 調査
✓サンプル数 ＝ 298人（代表者だけでなく視聴者全員（日本人のみ）にリサーチ

➢ 評価（満足度調査） （低 1⇔5 高）
✓「この体験を通じて実際の観光地に行きたくなった」  4.37

✓「この体験を通じて観光地の雰囲気や魅力を理解できた」 4.31

✓「今後、同様の観光映像体験イベントに参加したいと思う」 3.46

➢ 二次的なPR効果
✓「ぬい撮り」「自撮り」により、単なる観光行動の2度・2倍（疑似体験＋リアル）のPR効果を呼び込む

万博

観光地へ

次回イベントへ

4.37

3.46



14

ポスト万博の新たなる活動（8月～始動）
一般社団法人デジタル観光共創ネットワーク（DTCN）
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デジタル観光共創ネットワーク（DTCN）設立の意図

➢ 日本の観光産業を強くするため、地域自らデジタル観光に取り組める環境作りが重要
✓万博での取り組み成果を活かすことからスタート、共創によりXR×AIを活用した持続的な取り組みへ



JTBは、訪日外国人観光客との旅ナカでのタッチポイントとして、大阪・道頓堀にて
「Pivot BASE Cafe ＆ Bar @Dotonbori」を運営しております。
集客と滞在時間の確保を目的としたカフェ・バー機能だけでなく、大阪・関西万博開催、
IR開業を見据えたR＆D拠点として日本全国の魅力を発信するショーケース機能を
兼ね備えた観光交流拠点です。

企業様・自治体様にご活用いただけるプロモーション媒体を多数ご用意しておりますので、
訪日外国人観光客向けのプロモーションを検討されている場合には、Pivot BASEをぜひご活用いただけますと幸いです。

Pivot BASE ～Cafe＆Bar @Dotonbori～

約 120.44㎡

2022年9月3日

※2024年6月1日よりリニューアル開業

なし

平日  11:30～23：00

土日祝 11:30～2３：00

https://dotonbori-night.com/pivot/

https://www.instagram.com/pivotbasetonbori/

〒542-0071 大阪府大阪市中央区道頓堀1丁目7-21
中座くいだおれビル1階

名称 ：   

店舗面積 ： 

営業所開設日 ：

休業日 ：

営業時間 ： 

公式サイト :

Instagram ：

所在地 ：

有名なグリコの看板

かに道楽

Pivot BASE

大阪難波駅

なんば駅 アクセス ：
 ・ 「なんば」駅から徒歩約5分
 ・ 「難波」駅から徒歩約8分

▼Instagram▼公式サイト

大阪・関西・日本の観光をショーケースし、旅行者が“旅”をテーマに

新たな発見と、体験を楽しむ 観光交流拠点

✓ 2024年6月にヴィーガン専門店としてリニューアル以降、1年間で累計約68,000名が来店

✓ 月平均約5,600名が来店しており、継続的に高い集客を記録

✓ ビルリニューアル（2025年3月）後は大阪・関西万博の開幕も相まって来店者も右肩上がりに推移中。今後も高水準での推移が期待される。

JTB 「Pivot BASE ～Cafe＆Bar @ Dotonbori～」

期間限定でのご相談
（26年3月まで）

https://dotonbori-night.com/pivot/
https://dotonbori-night.com/pivot/
https://dotonbori-night.com/pivot/
https://www.instagram.com/pivotbasetonbori/


G1 company 「anywhere café OSAKA」

1
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⚫ 築70年の古民家カフェ（住所：大阪市住之江区）
⚫ コンセプトは「旅の気分を味わえるカフェ」

✓ テレビ取材（関西ローカル）もされる話題店
✓ 縁側スクリーンに150インチ映像を投影
✓ VRゴーグルでの観光体験も無償提供

縁側スクリーンに観光映像を上映

ご当地料理や特産品コーナーも併設

朝日放送「本日はダイアンなり」 テレビ大阪「片っ端から喫茶店」

VRゴーグルで観光体験



大阪大学 「社会ソリューションイニシアティブ（SSI）」

1
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⚫ 大阪大学 中之島センター5階 いのち共感広場

8ｍ×8ｍの部屋に、前面・左右面・地面にプロジェクターを設置し、360度動画・静止画を映写することによって、遠
隔地での出来事を感じる」場。直接自分で経験しづらい現実の出来事を視聴することによって、体感し、実感とし、自
分ごととし、共感し、新たな気づきを得る機会とする。
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目的と構成する会員のイメージ

➢ 万博で培われた経験、ノウハウ、デジタルコンテンツ資産を出発点とし、共有・発展
✓自治体・観光協会・企業・教育機関・クリエイター・プラットフォーマー等が協働し、新しい価値を創出

IT・XR企業



Digital Travel Fes. 2030の開催（目標）

➢ 大阪IR（夢洲）で開催される「総合デジタル観光フェス」の2030年度実施を目指す
✓ 「〇〇ツーリズム」と言う風に、観光には、様々な要素（コンテンツ、飲食、ショッピング、歴史、文化、

体験等）が掛け合わされて成り立っている

✓ 上記イベントでは、デジタル化が進む、この時代における新しい未来の観光を提示しつつ、最先端で
実現できるライブイベントやスポーツイベント等を組み合わせて開催するもの

✓ セッション、展示、ライブ等の
様々なエンターテインメントを
リアルとバーチャルをクロス
オーバーさせて広く波及

✓ 第1回スタートを大阪にて、
2027年3月に小規模開催

20

DTFes.2030
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